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 加賀温泉駅南地区開発事業計画について 

スケジュールについて 

先日の９月１日に開かれた、株式会社長工と加賀温泉駅南地

区の地権者との説明会において、加賀温泉駅南地区開発事業計

画スケジュールが提示されたが、市は確認しているのか、所見

を問う。 

 

地権者全員の同意について 

  加賀温泉駅南地区開発事業計画スケジュールについて、今年

度末の３月には地権者全員の同意を得ると説明会で発表した

が、その根拠について市は把握しているのか。把握しているの

なら、その詳細を示せ。 

 

地域見守り支えあいネットワーク制度について 

登録者について 

現在、加賀市における本制度の対象者数と実際の登録者数に

ついて示せ。 

 

登録に際してのメリットなどについて 

登録に際してのメリットを示せ。また、対象者が登録を拒む

ことがあると思うが、その要因として市が把握していることが

あれば示せ。また、その対応策があれば併せて示せ。 

 

中学校部活動の地域展開について 

加賀市立学校施設の利用について  

現状、中学校の施設の担当課は教育総務課であり、施設使用

に関する許可等については、加賀市立学校施設の開放に関する

規則にのっとり行われていると思われるが、特に屋外スポーツ

の雨天時や冬期には、屋内施設を利用しないと練習が困難な場

合や、ほかの屋内スポーツ等とのスケジュール調整も出てくる

と予想する。 

  そういった場合や、今後の地域展開の平日活動の拡大による

屋内外の施設利用において、この規則のために子供たちの部活

動の機会が失われることはあってはならないと思う。 

  そこで、この規則について、今後、中学校部活動の地域展開

に併せた改正も必要になると考えるが、所見を問う。 
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 学校と市と地域クラブの連携について  

  普段の授業内容からスケジュールが変わり、生徒の下校時間

に変更がある場合等には、指導者に前もって連絡があると、指

導者間で練習時間の調整を行うことが可能となり、いつもより

早く授業が終わった生徒が練習時間まで時間を持て余すこと

や、いつもの練習時間になっても生徒が現れずに指導者が待つ

等の無駄な時間を抑えることにもつながると考える。 

学校・市・地域クラブがしっかり連携してこそ、教員の負担

軽減にもなり、良い結果につながっていくと考えるが、この３

者の連携について、所見を問う。 

 

加賀市ビジョン策定委員会について 

生態系について 

  大聖寺川漁業協同組合によると、大聖寺川の環境ＤＮＡ検査

を行ったところ、2024 年９月に、福井県内において新種と発

表された「レイホクナガレホトケドジョウ」のＤＮＡ断片が検

出されたとのことだが、この種は福井県では、絶滅のおそれの

ある野生動植物の種の保存法第５条１項に基づく、捕獲禁止等

の緊急指定種に 2025年１月 30日から 2028年１月 29日までの

３年間指定されている。 

  加賀市ビジョン策定委員会では、政策の柱の中の健やかさを

保つというところで、人に加え、花や緑、里山、海岸などの自

然環境の健やかさを育むとあるが、自然豊かな生態系や、清流

河川における貴重な生態系の保全について、どのように加賀市

ビジョンに反映させるのか。 

 

地域資源の磨き上げの一つとしての鮎のブランド化について 

  加賀市ビジョン策定委員会でも地域資源の価値を高めると

して、地域資源の磨き上げが重点テーマに挙がっている。 

  そこで、令和５年６月定例会で質問した鮎のブランド化につ

いて、当時の答弁では、ブランド化については、市の農林水産

業振興行動計画の重点事項のブランド戦略の強化の一つとし

て捉えているが、現在のところ様々な課題が想定されており、

各内水面漁業協同組合の意見も聞き、ブランド化を検討してい

くとあった。新市長の下、鮎のブランド化についての今後の展

望を示せ。 
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  飼い主のいない猫の不妊・去勢手術助成について 

  加賀市では飼い主のいない猫の不妊・去勢手術専門のスペイ

クリニックはなく、加賀市、小松市、能美市の指定病院 10 施

設で手術を行った場合に助成がある。 

  地域の課題としても挙がる飼い主のいない猫問題の解決の

ために、県内では野々市市にのみスペイクリニックがあるが、

そのクリニックでの手術についても助成対象とすることに加

え、移動手術車でのモバイルスペイクリニックと協働して手術

を行えるようにし、その手術も助成対象とすれば、例えば、市

役所や公民館等の施設で一斉に手術を行うことが可能となり、

問題の早期解決や、担当課の負担軽減にもつながると考える

が、所見を問う。 

 

 

 

 

 

 

 


